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東京大学名誉教授／放送大学客員教授 ／演出家

渡邊守章氏

「ポ ー
ル ・ク ロ ー

デ ル と能 、 能 とク ロ ー
デ ル 」

（作成　渡邊 守章）

　　1）．ク ロ
ー

デル の 地平
一

問題意識

　　2）　能 を見 る ク ロ
ーデ ル ー 視線 の現象学

　　3）　能の 解釈学
一 記憶 の 劇場

　　4）　 グ ロ ーバ ル 化の 地平

見所 の ク ロ
ー

デ ル 《資料》

1．ク ロ
ー

デ ル 略年譜

1869年　（明治元 年）8 月 6 日　 東北 フ ラ ン ス に 生 まれ る 。父は 登記所 の 収税官 。

1882年 姉 カ ミ
ー

ユ の 強 い 意思 で 、父 を除 き家族は パ リ へ 出 る 。

1886年 　初夏　ラ ン ボ ー 『イ リ ュ ミナ シ オ ン 』 に よ り詩に 目覚め る 。

　　　　同年 12 月　パ ワ 、 ノ
ー

トル ；ダ ム 大 聖堂 に お け る 「回心」。

1887年　 マ ラ ル メ の 火曜会 に 出る 。

1890年　外交官試験 に 合格 。 処女戯曲 r黄金 の 頭』 無署名出版 。

1893年

1894年

1895年

1898年

1900年

1901年

1905年

1909年

1912年

1914年

1917− 1919年

1921年

1922年

ニ ュー
ヨ
ー

ク 赴任。次 い で ボ ス ト ン 赴任。

ア イ ス キ ＝
ロ ス 『ア ガ メ ム ノ ン 』 の 翻訳 。

（明治 28 年） 中国 （上海）赴任 。 福州、漢 ロ 。 r東方の 認識』所載の 散文詩 を書 き

始め る 。

（明治 31 年）5 月一6 月　最初 の 日本旅行 （東京、日光 、 静岡 、 京都）。

聖職へ の 意思 の 挫折 。 中国 へ の 帰路、船上 で 出会 っ た 入 妻 との 禁 じ ら れ た 恋。

1905年 まで 福州。

戯曲集 『樹木』 出版 。

恋の 破局 。 フ ラ ン ス で の 結婚 。 戯曲 『真昼 に 分か つ 』。 中国 へ の 三 度 目 の 赴任 。 北

京 、 天津 。

プ ラ ハ 。戯 曲 『人質』。

戯曲 『マ リ ア へ の お告げ』パ リ初演。

第 1 次世界大戦勃発。帰国 。

こ の 間作 曲家 ダ リ ユ ス
・

ミ ヨ
ー

の た め に 、ア イ ス キ ュ ロ ス 作 r供養す る女 た ち』

『恵み の女神た ち』 の翻訳 。

　　　 ブ ラ ジ ル （特命全権公使）。 作 曲家 ダ リユ ス ・
ミ ヨ ー

を私設秘書 として 伴 う。

南米巡 業 の ニ ジ ン ス キ ーを 見る 。
ニ ジ ン ス キ

ー
を想定 して 、バ レ エ 台本 『男 と欲

望』 を書 く 。

（大正 10年） ll 月　東京着任 （大 使）。 1919年 に 想 を得た長 編 戯 曲 『繻 子 の 靴』

を書 き続け る 。

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 248
（大正 11 年） 4 月　 プ リ ン ス ・オ ヴ ・ウ エ ール ズ歓迎祝典、宮中に て 舞楽 『春庭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）
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明星大学研究紀要 【日本文化学 部 ・壽語文化学科】第 13号 2eo5年

花』 『納曾利』。

鍋

5月

6 月

7 月

8 月

9 月

大坂で 文楽 。

帝劇 『忠臣蔵』 （三 段 目 「殿 中刃傷」、六 段 戸 「勘平切 腹」）

詩篇 r内濠十二 景』 を書 く。

日 光 に お け る講演 。

5 世 中村福助 の た め の舞踊劇台本 r女 と影』

『繻子 の 靴』 「二 日 目」 を書 き終え る 。

　 　　 　 10 月 22 日

1923年 （大正 12年）

　　　　 1 月 20 日

　　　　 2 月 4 日

　 　 　 　 　 　 16 日

　　　　　　 中旬

　　　 　 3 月 26 日

　　　 　 5 月

　　　 　 9 月 1 日

1924年 （大正 13年）

能 r道成寺』 （シ テ ．大槻十 三 、 ワ キ ．宝 生 新）

1 月　新富座

厩橋、梅若発会 ：梅若六郎 （後 の 実）『翁』、（梅若万三 郎 『弓八幡』）、

梅若六郎 『羽衣』

観世元滋 （後の 左近） の 『景清』

九段細川舞台 ：桜間金太郎 （後 の 弓川） の 『角田川』

帝劇 で 歌舞伎 。　　 ．　　　　　　　　　　　 ・

帝劇で 『女 と影』 （羽 衣会）

　　　　　　　 新潮社 の 雑誌 『日本詩人』 「ク ロ
ーデ ル 特集」

　　　　　　　　　 関 東大震災。r繻子 の 靴』 の
』
ほ ぼ 完成 して い た 「三 日 目」 を焼失 。

　　　　　　　　　　 1 月 6 日　観世 発会 で 観世 元滋 の 『翁』

　　　　 『繻子 の 靴』 「三 日目」 を一応完成 。

　　　　 10 月　 『繻子 の 靴』
一応完成 。

　　　　　　　
』
帝劇 に て 大倉男爵米寿 の 会。梅蘭芳 を見 る 。

1925年 （大正 14年）1 月末 休暇 の た め帰国 。

1926年 （大正 15年）
12

月末、 日本着。

春

5 月

6 月

10 月

11 月

　　　 　 12 月 25 日

1927年 （昭和 2
．
年 ）

　　　　 2 月 12 日

1928− 1929年

19β0 年　rク リ ス ト フ ァ
ー・コ ロ ン ブ ス の書物』初版 。 英語版の 序文 r劇 と音楽』。

　　　　 ベ ル リ ン の ウ ン タ ーデ ア リ ン デ ン 歌劇場 に お け る オ ペ ラ版初演 （音 楽 ダ リ ユ ス ・

　　　　 ミ ヨ
ー）

1934年末 　r火刑 台 上 の ジ ャ ン ヌ ・ダ ル ク 』 （ア ル チ ュ

ー
ル ・オ ネ ッ ゲ ル 作 曲、劇的オ ラ ト

　　　　 リ オ ）

日本文 化論 r朝 日の 中の 黒 い 鳥』 「能」 な どを書 く。

大坂 。 文楽 と鴈次郎主演 の 『忠 臣蔵』（六段 目）

靖国神社舞台 、 観世 喜 之 『砧』

宝生会 、武田 喜男 （後 の 光雲） の 『嬋丸』

豪華本 r四風帖』 （富田渓仙 の 扇面 に ク ロ
ー

デ ル の 短詩）

r雉橋集』

r百扇帖』

　　 大 正 天 皇崩御 。 天皇葬儀 の た め の 仏国特命全権大使 。

　　 2 月 7 日　 大葬。

　　離 日 。 駐 ア メ リ カ合衆国大使 と して ワ シ ン ト ン へ
。

r繻子 の 靴』初版豪華本。
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1938年　『知 恵 の 饗宴』 の た め の 序文 （「日本 の 能 の ア ダ プ テ
ーシ

ョ
ン の 試 み 」、 ミ ヨ

ー作

　　　　 曲）

1943年 11 月　ジ ャ
ン ニル イ ・バ ロ

ー
に よ る 『繻子 の 靴』初演 （コ メ デ ィ

＝フ ラ ン セ ーズ 、

　　　　 音楽 ： ア ル チ ュ
ール ・オ ネ ッ ゲ ル ）

　　 （以後、 ク ロ
ーデ ル の 作品は 始め バ 卩

一
の 演出 に よ っ て 、後 に は ア ン ト ワ

ー
ヌ

・ヴ ィ テ

　 ーズ等の 演出家に よ っ て 頻繁に 上演 さ れ て い る 。）

1955年 2 月　 パ リに て 没 。

　　 （因み に 、能 ・狂言 の 最初 の パ リ公演 は 1957年 6 月。ジ ャ ン ＝ル イ ・バ ロ
ー劇団 の 最初

　　 の 来 日講演は 1960年 5 月）

2．ク 囗 一デ ル が 読み得た文 献

No 創 P6ri： Cinq　pie
”
ces 　de　N δ，　Bulletin　de　rEcole　franGaise　d

’
Extreme−Orient，1911−1913

（6d．　de　vulgarisation ，壱d，　Bossard，1921）−Oimatsu，　A 　tsumori ，　Sotoba　Komachi ，　 Ohara

gO虍，　Ay α no 　tsuzumi ，

No 　l　P 　ri ： Cinq　pi　exces　de ハr，　nouvelle 　s　6rie　d’interpr　6tation，　B．　E．　F．　E．，1920−Miw α，　Ta −

mura ，五lguchi， κ勿 観 α ， ルlatsuyαm α
一魚zg α厩 ．

Arthur　Waley ： The　No　plays　offapan ，1921−Atsumori ，伽 厩 α
・五 醜 脚 鉱 Tsunemas α，

　Ku −

masaha ，　 Eboshi−0海，　 ffashi　Bennleei，　 K α92々秒o，　 Hachi　no 　ki，　 Sotoba　Komachi ，σ肋 ゴ，　Aya

no 　tSUZU η i，∠40i　no 　uye ，　Kantan ，　H 　kaa，　HagO γomo ，　Tanik，　Iheniye，　Hatsuyulei，　Haku 　1〜α一

huten，

B．H ．　Chamberlain ：Hagoromo 　in　The　Classieal　Poet7：y　of 　the　／apanese ，1880

　　　　　　　　 ：Kantan ，物 ηゴ露，　S9ε5ツδSθ規 in　／aPanese 　Poetry，1910

Michel　Revon ：Anthotogte　de　la　Litt6rature　］
’
aponaise ，（1919），　Hagoromo

E．Fenollosa　et 　Ezra　Pound ：
“
ノ＞blz”or 　Accomplishment ，1916

3．クロ ー
デ ル観能記

日言己　　（1921− 1927）

　能 の 現象学
一

身体 ・集中 ・意味の 出現

　『道成寺』
一 降霊術 に よ っ て 地底か ら再臨す る怨霊 ＝ 女一 悪魔払 い の 呪術一 情念 の

　　　　　　　 劇 の 呪 術的演劇表象

　『翁』 『羽衣 』
一 「歳霊 へ の

．
奉献」、大地 を踏む魂 ブ リ、呪術的模倣所作

　　　　　　　一 歌舞神聖起源論一 天上 か ら齎 さ れ る祝福

　　　　　　　
一 『オ レ ス テ イ ァ 三 部作』 の 構造 （「復讐の 女神」 の 「恵 の 女神」 へ の 変

　　　　　　　身）

　『景清』
一 叙事詩的主題

一
老残の 英雄の 表象

一
親子 の別離の 演劇的強度

　『角田川』
一 「純粋 に 人間的な 」 主題一 子 を奪わ れ て 狂女 とな っ て さ迷 う母一 悲嘆

　　　　　　　 の 演技的表象 の 強度 （桜間金太郎 の 双 シ オ リ）

　 r翁』

　『朝 日 の な か の 黒 い 鳥』 「能」

　複式夢幻能一 解釈 の 鍵
　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 246
　能 の 解釈学 あ る い は解釈学的演劇 と して の 能
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （27）
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明星 大 学研 究紀要 【日本文 化学部 ・言 語 文 化孛科】第 13 号 2005 年

　　　 『敦盛』

　　　 『楊貴妃』

　　　 r芦刈』

　　　 『角田 川』

　　　 r道成 寺』

　　　 『羽衣』

　　　 『翁』

　　　 『詩人 と三 味線』 （会話体 エ
ッ

セ ー）

　　　 r砧』

　　 4．ク ロ ー
デ ル の 問題形成

　　　　1．文化的地平

　　　　　・反一
近代、反

一
西洋　　始原 の 演劇 の 探究

　　　　　 ア イ ス キ ュ
ロ ス 、 ワ

ーグ ナ ー、エ リザ ベ ス 朝演劇等

　　　　　・「外部」 の 幻惑

　　　　　 東洋演劇 （1889年万博 ： 安南 の 伝統劇、 ジ ャ ワ の 宮廷 舞踊）

　　　　　 ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク の チ ャ ナ タ ウ ン の 芝居

　　　　　 広東 の 芝居等

　　　　　・踊 りへ の 関心
一

ニ ジ ン ス キ ー

　　　 2，舞台芸術 の パ ラ ダ イ ム 転換

　　　　　・
マ ラ ル メ の 問題形成 ＝ 「未来の 群衆的祝祭演劇」 の パ ラ ダ イ ム

　　　　　   韻文朗読 オ ラ ト リ ォ

　　　　　   ワ
ーグ ナ

ー
の 神話的楽劇

　　　　　   バ レ エ
ー

　　　　　   カ b リ ッ ク の ミ サ と オ ル ガ ン 演奏会

　　　　　・『ハ ム レ
ッ ト』 モ デ ル 　 　 「英雄」 と彼を取 り囲む コ 卩 ス

　　　　　・身体的表象 の 重視 　　 「演劇 の 直接的な 力 」

　　　　　・文字言語 の 誘惑

　　　 3．世紀末 の 先駆的な実験

　　　　　・リ ；
ニ エ ；ボ ー

の 「作品座」 な ど 「象徴派演劇」 の 冒険 と挫折

　　　　　 （夢遊病者的演技
一

運 動の緩慢 さ）

　　　 4．中国 と日本

　　　　　・老荘 の 空 無

　　　　　・文字 の 幻 惑

　　　　　・テ ク ス ト として の 風景 （『東方 の 認識』 の 散文詩）

　　　　　・日本 と い うテ ク ス ト （ペ ージ 、文字、余白、 レ イ ア ウ ト）

　　　　　　　 水墨山水 、金碧障壁

　　　　　 一 造園術 （桂離宮、修学院離宮、大徳寺孤逢庵 ・小堀遠州）

　　　　　　　 茶道 （大徳寺）
245
　　　 5，身体性 と瞑想一一

集 中 の あ り か た
（28）
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5．特権的な出会い

　1．劇詩人 ク ロ
ーデ ル の 頂点 に お い て

一 『繻子 の 靴』「内濠十 二 景」 「百扇帖」 等

　2．詩人大使 の 新 しい 使命 の 自覚 の 地 平で
一 エ

ッ
セ イ の 誕生

　3．20 世紀演劇の 問題形成の 先取 りと して の マ ラ ル メ の 再 評価一
日本 の 伝統演劇 の 理解

　　 の 仕方 の 変容　　新 しい 視線

ソ ル ボン ヌ 大学名誉教授／ ソ ル ボ ン ヌ 大学院委員長

フ ィ リ ッ プ ・ メ ナー ル 氏

「マ ル コ ・ポ ー ロ 『東方見聞録』 の なか の 日本 の イメ ー ジ」

（作成　横山安由美）

《講演要 旨》

　 マ ル コ
・ポ ー

ロ の 『東方見聞録』 は、13世紀 の ヨ
ー

ロ
ッ

パ の 人 間が 日本 に つ い て 語る 、

きわめ て 貴重な証 言 で あ る 。 しか し な が らマ ル コ 自身はず っ と中国に 住ん で お り、直 接 日本

に 来た こ とが な い
。

い っ た い 彼は ど うや っ て 日本 の 存在 を知 り、ど の よ うな視点か ら こ の 国

を とらえた の だ ろ うか
。

　r東方見 聞録』 に つ い て は様 々 な言語 に よ る 数多 くの 写 本が 存在す る （明星大 学は 、1483

年 頃 とい うきわめ て 初期の ラ テ ン 語 の 刊本 を所蔵）。た と え ば フ ラ ン ス 国立 図書館蔵 の fr．

2810写 本 （1410−1412頃）は 、ジ ェ ノ ヴ ァ の 牢獄 の 中 で マ ル コ が 物語作者 ピ ザ の ル ス テ ィ ケ

ッ
ロ に 書 き取 らせ た と さ れ る 中世 フ ラ ン ス 語版 の写本で 、 そ の 美 しい 彩色挿絵 で 知 られ て い

る 。
こ う した各種 の 中世 写本 を比較検討 しつ つ 、さ ら に 13 世紀 当時 の 日本や 中国 の 様々 な

歴史資料 と照 らし合わ せ る こ と に よ っ て 、当時 の 日本 に つ い て の 実像 と 虚像 を 浮 か び 上 が ら

せ て ゆ く 。

　 と りわ け 1274年 （文永 の 役） と 1281年 （弘安 の 役） の 二 度の 蒙古襲来に つ い て の 、西洋

人側 の 描写 と、竹崎季長 『蒙古襲来絵詞 』な どの 日本側 か らの 描写 の 比 較は興味深 い 。 海上

で 敵 を撃退 した 「カ ミ カ ゼ （神風）」 は本当 に あ．っ た の か 。 それ ぞれ の 軍隊 の 人数が 構成は

どうだ っ た の か 。 図像 を見て 比 べ て み よ う。

　実 の と こ ろ 『驚異 の 書』 （『東方見聞録』 の 原 題）は 「驚 異的事象」 を か な り誇張 して い た

よ うだ 。マ ル コ に よ る脚色 は、当時 の ヨ ーロ
ッ

パ 人 の もつ ア ジ ア の イ メ
ージ を よ く示 して い

る。それ と同時 に 、日本 の 側 の 改変 も また 明 らか に な っ て く る の か も しれ な い
。

参考 ：『全訳マル コ・Pt一口 東方見聞録 「驚異 の 書 」fr，2810写本』 月村辰雄 ・久保 田 勝
一

訳、岩 波 書店、2002年

謁
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